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公
益
社
団
法
人
石
巻
法
人
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ

た
り
、
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
石
巻

税
務
署
長
に
着
任
し
ま
し
た
鈴
木
研
一
と

申
し
ま
す
。
前
任
の
小
山
内
同
様
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昭
和
21
年

11
月
に
全
国
で
初
め
て
創
設
さ
れ
た
法
人

会
と
し
て
、
税
の
啓
蒙
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、更
に
は
、

社
会
貢
献
事
業
に
よ
る
地
域
社
会
の
発
展

に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
貴
会
の
役
員
の
皆
様
や
会
員

の
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
尽
力
に
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

税
務
行
政
を
円
滑
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
貴
会
の
ご
支
援
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
石
巻
税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
貴
会
の
役
員
の
皆
様
や
会
員
の
皆
様

と
積
極
的
に
意
見
交
換
を
行
っ
て
貴
会
の

ニ
ー
ズ
を
十
分
に
踏
ま
え
、
貴
会
と
の
連

携
・
協
調
を
一
層
推
進
し
な
が
ら
各
種
施

策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
国
税
庁
で
は
、「
納
税
者
の
自

発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円

滑
に
実
現
す
る
」
こ
と
を
使
命
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
、適
正
・

公
平
な
課
税
・
徴
収
と
と
も
に
、
納
税
者

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
な
ど
、
経
済
社
会
全
体
が
急
速
に

変
化
す
る
中
で
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
国
税
庁
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
「
税
務
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
仙
台
国
税
局
に
お
い
て
は
、

事
業
者
の
皆
様
が
ご
自
身
で
デ
ジ
タ
ル
化

の
状
況
を
確
認
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て

「
デ
ジ
タ
ル
化
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
作

成
し
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
、
ま
た
、
石
巻
法
人
会
広
報
誌
い

し
の
ま
き
第
２
３
７
号
（
２
０
２
５
・
３
・

31
）
に
も
当
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
掲
載
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

石
巻
税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
税

務
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と

で
、
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大
に
つ
い
て
は
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
利
用
率
引
上
げ
に
係
る
基
本
計

画
」
に
定
め
る
利
用
率
の
目
標
達
成
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
、
源
泉
所
得
税
を
中
心
と
し
た
ダ
イ
レ

ク
ト
納
付
、そ
し
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
、
法
人

税
申
告
に
お
け
る
添
付
書
類
を
含
め
た
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
送
信
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｌ
Ｌ 

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
つ
い
て
は
、
そ
の

一
歩
と
し
て
、「
国
税
ダ
イ
レ
ク
ト
方
式

電
子
納
税
依
頼
書
兼
国
税
ダ
イ
レ
ク
ト
方

式
電
子
納
税
届
出
書
」
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
利
用
す
る
た
め
に
は
、
届
出
書

提
出
か
ら
約
１
か
月
の
期
間
を
要
し
ま

す
。
源
泉
所
得
税
の
徴
収
高
計
算
書
デ
ー

タ
の
作
成
・
送
信
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

ま
で
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
石
巻
法

人
会
広
報
誌
い
し
の
ま
き
第
２
３
８
号

（
２
０
２
５
・
６
・
30
）
に
掲
載
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
考
と
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
充
実
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
現
在
で
は
、
事
業
者
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
提
出
さ
れ
た
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
・
給
与
支
払
報
告
書
の
情
報
が

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
の
自
動
入
力
対
象

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
税
務
署
・
市

町
に
従
業
員
等
の
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
・
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
際
に

は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
ご
提
出
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
所
得
税
の
基
礎
控
除
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
で
す
が
、
令
和
７
年
度
の
税

制
改
正
に
よ
り
、
本
年
12
月
の
年
末
調
整

か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

国
税
当
局
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
源
泉
徴

収
義
務
者
の
皆
様
が
こ
の
新
し
い
制
度
に

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
わ
か
り
易
い

情
報
提
供
や
、
丁
寧
な
相
談
対
応
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
租
税
教
育
に
つ
き
ま
し
て
、
学

校
教
育
を
中
心
に
社
会
全
体
で
継
続
的
か

つ
各
段
階
で
実
施
す
べ
き
重
要
な
取
組
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

貴
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
深
く
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
小
学
生
を
中
心
と
し

た
租
税
教
室
に
積
極
的
に
講
師
派
遣
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
ま
た
、

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
お
け
る
「
税
の

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
応
募
作
品
の
一

般
審
査
な
ど
の
税
に
関
す
る
特
別
イ
ベ
ン

ト
「
税
は
み
ん
な
の
応
援
団
」
の
イ
オ
ン

モ
ー
ル
石
巻
で
の
開
催
を
は
じ
め
、
税
に

関
す
る
各
種
研
修
会
の
開
催
に
積
極
的
に

取
り
組
む
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
税
知
識

の
普
及
と
納
税
意
識
の
高
揚
に
ご
尽
力
さ

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法

人
石
巻
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁

栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
あ
い
さ
つ

着
任
の
あ
い
さ
つ

着
任
の
あ
い
さ
つ

着
任
の
あ
い
さ
つ

石
巻
税
務
署
長　

石
巻
税
務
署
長　

鈴
　
木
　
研
　
一

鈴
　
木
　
研
　
一



簡単！
浴衣の着付け教室

日付　令和７年７月22日㈫
会場　石巻グランドホテル
講師　ビューティーサロン・シラハタ

 代表 白幡 ふくの氏

女 性 部 会

日付　令和７年８月26日㈫
会場　石巻グランドホテル　
演題　「税のよもやま話」
講師　石巻税務署

 署長　鈴木 研一 氏

女 性 部 会

第1回全体会議第1回全体会議
並びに税務研修会並びに税務研修会
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事 業
報 告

令和７年７月

～

令和７年11月

租税教室（10校目）

日付　令和７年７月３日㈭
会場　石巻市立広渕小学校
講師　副部会長　岩倉　準 氏

青 年 部 会 青 年 部 会

租税教室（11校目）

日付　令和７年７月４日㈮
会場　石巻市立向陽小学校
講師　幹事　馬渡 祐輔 氏／幹事　沼田 信二 氏

第1回事業委員会

日付　令和７年８月18日㈪
会場　割烹 八幡家

本 部 会

納  涼  会

日付　令和７年８月７日㈭
会場　割烹 滝川

青 年 部 会

令和７年度簿記実務講座
（全6回）

日付　令和７年８月20日㈬
～９月４日㈭

会場　石巻商工会議所
講師　東北税理士会石巻支部所属
　　　きとみ税理士法人

税理士　髙橋 囲 氏

本 部 会

「楽天イーグルス
観戦バスツアー」

日付　令和７年８月23日㈯
会場　楽天モバイルパーク宮城

河 南 桃 生 支 部

石巻税務署への
表敬訪問

日付　令和７年７月29日㈫
会場　石巻税務署

本 部 会

県青連「第６回宮城県
青年の集い気仙沼大会」

日付　令和７年９月５日㈮
会場　ゲストハウス気仙沼アーバン

青 年 部 会

租税教室
（青年部会13校目・女性部会５校目）

日付　令和７年９月２日㈫
会場　石巻市立石巻小学校
講師　部会長　髙橋 一美 氏
　　　副部会長　山下 英朗 氏

青 年 部 会

租税教室（12校目）

日付　令和７年８月25日㈪
会場　東松島市立
　　　矢本第一中学校
講師　幹事　藤原 雄企
　　　部会員　山本 英寿

「年収の壁」「年収の壁」
お悩み解決講座お悩み解決講座

～いくらまで働けるか確認しよう～～いくらまで働けるか確認しよう～

日付　令和７年７月８日㈫
会場　石巻グランドホテル
講師　特定社会保険労務士

惠島 美王子 氏

本 部 会

青 年 部 会
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第２回理事会並びに経営講演会
日付　令和７年９月24日㈬
会場　石巻グランドホテル

演題　求職者にアピールできる魅力的な求人票を作成するポイント
講師　ハローワーク石巻 事業主支援アドバイザー 清水 佳則 氏

演題　人手不足時代の新たな採用手段 「スポットワーク」の活用法
講師　株式会社タイミー 東北支社フィールドセールス 稲村 文隆 氏

本 部 会

女 性 部 会
第19回
法人会全国女性フォーラム「北海道大会」

日付　令和７年９月18日㈭　　　　　　　　　
会場　札幌パークホテルほか　　　　　　　　　　　　
演題　 「ストーリーあるプロデュース  ～北海道における人づくり・モノづくり・地域づくり～」
講師 　㈱クリエイティブオフィスキュー　代表取締役　伊藤　亜由美 氏

河 南 桃 生 支 部

税務研修会並びに
報告会・会員交流会

日付　令和７年９月19日㈮
会場　【研修会】河南桃生商工会
　　　【報告会・交流会】
　　　　和ダイニング葵
講師　石巻税務署
　　　法人課税第一部門
　　　上席国税調査官　岡 幸子 氏

石 巻 支 部

税務研修会
日付　令和７年９月17日㈬
会場　石巻商工会議所

税務研修会並びに報告会・会員交流会

日付　令和７年９月16日㈫
会場　【研修会・報告会】女川町まちなか交流館
　　　【交流会】炭火焼き鳥おぁんつぁん

女 川 支 部

税務研修会並びに報告会・会員交流会

日付　令和７年９月11日㈭
会場　【研修会】石巻かほく商工会本所
　　　【報告会・交流会】プラザきかく
講師　石巻税務署法人課税第一部門　上席国税調査官　岡 幸子 氏

か ほ く 支 部

税務研修会並びに報告会・会員交流会

日付　令和7年9月10日（水）
会場　【研修会】東松島市商工会本所
　　　【報告会・交流会】ちゃんこ萩乃井
講師　石巻税務署法人課税第一部門　上席国税調査官　岡 幸子 氏

東 松 島 支 部

移動検診車による
定期健康診断

日付　令和７年９月13日㈯
会場　石巻ルネッサンス館
担当医療機関
　　　医療法人社団進興会
　　　せんだい総合検診クリニック

本 部 会
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第42回石巻法人会親睦ゴルフ大会

日付　令和７年10月２日㈭
会場　松島国際カントリークラブ
　　　【表彰式】石巻元気食堂

本 部 会

租税教室（14校目）

日付　令和７年９月30日㈫
会場　石巻市立大原小学校
講師　幹事　藤原 雄企 氏

青 年 部 会

県女連
「令和７年度移動研修会」

日付　令和７年10月８日㈬
会場　伝統芸能伝承館

「森舞台」

女 性 部 会

第1回広報委員会

日付　令和7年10月29日（水）
会場　ISHINOMAKIまるしん　㈱宮富士工業

本 部 会

総務管理講座
（全6回）

日付
　令和７年10月21日㈫～
会場
　石巻商工会議所

講師　（第１回） 社会保険労務士　小野寺康広 氏
　　　（第２回） 社会保険労務士　今野 道生 氏
　　　（第３回） 社会保険労務士　齋藤 真理 氏
　　　（第４回） 社会保険労務士　豊巻 八重 氏
　　　（第５回） 社会保険労務士　今野 将克 氏
　　　（第６回） 社会保険労務士　髙階 正裕 氏

本 部 会 デジタルインボイスセミナー

日付　令和７年10月23日㈭
会場　石巻商工会議所
演題　「デジタルインボイスを考える

　～ユーザーの声を聞く～」　　　　　
講師　デジタル庁国民向けサービスグループ 兼 
　　　内閣官房デジタル行財政改革会議事務局企画官

 加藤 博之 氏

本 部 会

第41回法人会全国大会「高知大会」

日付　令和７年10月16日㈭　　　　　　　　　　
会場　高知県立県民文化ホールほか　　　　　　　　　　　
演題　変化の時代の経営、危機をチャンスに
講師　元 ローソン・ジャパン 社長　一般社団法人ＳＤＧｓソーシャルデザイン協会 名誉顧問 都築 冨士男 氏

本 部 会
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　本年度も女性部会主催にて「税を考える週間イベント  税は
みんなの応援団！」を実施し、439名の皆様にご来場いただき
ました。毎年11月11日から17日までの一週間を「税を考える週
間」として定め、期間中は全国各地の法人会でイベントなどの
取り組みが行われます。当会ではイオンモール石巻を会場に、
税の絵はがきコンクール展示・投票会や法人会オリジナルキャ
ラクターのけんたくん・国税庁e-taxキャラクターのイータく
んがそれぞれ現場に駆け付け、イベントに花を添えました。ま
た、今回はイオンモール石巻の商品券が当たるガラガラ抽選会
を初開催し、大いに盛り上がりました。
※税の絵はがきコンクール入賞10作品を別ページでご紹介し

ておりますのでご覧ください。

税を考える週間イベント
「税はみんなの応援団！」

日付　令和７年11月15日㈯
会場　イオンモール石巻１階 「海の広場」

青 年 部 会

租税教室（15校目）

日付　令和７年11月19日㈬
会場　石巻市立鹿妻小学校
講師　部会長　髙橋 一 氏／幹事　髙橋 尚志 氏

本 部 会
組織・厚生合同委員会並びに
大型保障制度推進会議

日付　令和７年11月25日㈫
会場　【会議】石巻グランドホテル
　　　【懇親会】割烹小松

令和７年度
年末調整説明会

（東松島市）
日付
　令和７年11月25日㈫
会場
　東松島市コミュニティー
　センター

講師　石巻税務署 法人課税第一部門 総括上席国税調査官 島谷 将平 氏
　　　石巻税務署 法人課税第一部門 国税調査官 安倍 由紀子 氏
　　　東松島市 市民生活部 税務課 市民税係 松本 卓也 氏

本 部 会

第39回法人会
全国青年の集い
山梨大会
日付
　令和7年11月20日㈭・21日㈮
会場
　YCC県民文化ホールほか

演題　「プロヴィンチア（地方クラブ）の挑戦」
　　　　　～フットボールクラブの枠を超えた存在と役割～
講師　株式会社ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ

代表取締役社長　佐久間　悟 氏

青 年 部 会

令和7年度納税表彰者を祝う会
日付
　令和７年11月17日㈪
会場
　割烹 八幡家

【納税表彰者】　・令和7年度税務署長納税表彰受賞者
株式会社守平商店　守　健夫 様

　　　　　　　・令和7年度優良申告法人表彰受賞者
久我建設株式会社　久我 隼哉 様

本 部 会

移動検診車による
定期健康診断

日付　令和７年11月１日㈯
会場　石巻ルネッサンス館
担当医療機関　一般財団法人
　　　宮城県成人病予防協会

本 部 会
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　管理職をされたことがあれば、従業員や部下に
「行動を変えてほしい」と思った経験があるでしょ
う。そして、それが簡単ではないこともご存じだと
思います。相手の行動を変えるには、伝え方に深い
配慮が必要です。人間関係やコミュニケーションの
権威、デール・カーネギーは著書『人を動かす』の
中で、「人の気持ちや態度を変えようとするとき、
ほんのひとことの違いが成功と失敗の分かれ目にな
ることがある」と指摘しています。
　同書では「人を変える９原則」として、以下が紹
介されています。①まずほめる、②遠回しに注意を
与える、③自分の過ちを話す、④命令をしない、⑤
顔をつぶさない、⑥わずかなことでもほめる、⑦期
待をかける、⑧激励する、⑨喜んで協力させる。９
つの原則に共通するのは、相手の自尊心を損ねず、
自発的に変わろうとする気持ちを引き出す働きかけ
です。
　相手の行動を変えたいと思う時、こちらには「今
のままでは困る」「満足できない」といった感情が
あります。しかし、それが伝われば相手は「自分を
否定された」と感じ、防衛的になります。心を閉ざ
し、言い訳を始め、こちらを「悪者」として扱い始
めます。この状態になれば行動変化は望めません。
今回は人を変える９原則を踏まえて、相手の行動を
変えるうえで「特に」実践的なポイントを１つ紹介
します。
　そのポイントは、「しかし」ではなく「そして」
を使うことです。管理職としてのコミュニケーショ
ン技法を学んだ方なら、指摘やフィードバックの
際、「まずほめる」を意識している方は多いでしょ
う。相手の自尊心を傷つけないために非常に大切な

アプローチです。なお、「ほめる」を「高評価と称
賛」ではなく、「できていることの承認」ととらえ
ると対象を見つけやすくなります。
　そしてポイントは、ほめた後に指摘を伝える際、
「でも」や「しかし」ではなく、「そして」という
接続詞を選ぶことです。たとえば、「この提案資料
はよくできている。ただ、もう少し○○があれば
…」より「この提案資料はよくできている。そし
て、○○を加えるとさらに魅力が伝わるよ」です。
後者の伝え方をすると、相手は承認プラスアルファ
の提案として指摘やフィードバックを受け入れやす
くなります。
　「ほんの一言の違い」が、相手の気持ちを左右し
ます。ストレートに指摘し、強制的に行動を修正する
必要がある緊急時もあるでしょう。同時に、継続的な
行動変化を生むためには「相手が気持ちよく行動を
改善できる伝え方」を習慣化することが重要です。
　職場でもプライベートでも、指摘する目的は相手
の行動を変えることです。正しい指摘でも伝え方を
誤れば相手の心は閉ざされます。「行動を変える」
という目的達成のために伝え方を選ぶ――そんな風
に考えてみてください。あなたの言葉が、相手の成
長のきっかけとなるよう、「ほめる＋『そして』」を
ぜひ実践してみてください。

令和７年度
年末調整説明会

（女川町）
日付
　令和７年11月27日㈭
会場
　女川町まちなか交流館

講師　石巻税務署 法人課税第一部門 総括上席国税調査官 島谷 将平 氏
　　　石巻税務署 法人課税第一部門 国税調査官 安倍 由紀子 氏
　　　女川町 税務課 税務係 係長 木村 美佳 氏

本 部 会
令和７年度
年末調整説明会

（石巻市）
日付
　令和７年11月26日㈬
会場
　石巻市河北総合センター
　ビッグバン

講師　石巻税務署 法人課税第一部門 総括上席国税調査官 島谷 将平 氏
　　　石巻税務署 法人課税第一部門 国税調査官 安倍 由紀子 氏
　　　石巻市 総務部 市民税課 主任主事 阿部孝弘 氏
　　　石巻市 総務部 市民税課 主事 佐藤 憂香 氏

本 部 会

従業員の行動を変えるポイントとは？従業員の行動を変えるポイントとは？

【筆者紹介】 古庄　拓（ふるしょう・たく）
　1983年生まれ。慶應義塾大学卒業後、株式会社ジェ
イックに入社。社員研修やリーダー研修、新卒採用な
ど、複数のサービスや事業の立ち上げを担当し、執行役
員・取締役等を歴任。現在は、採用と社員教育の情報を
発信するメディア「ＨＲドクター」編集長として知識・
ノウハウを発信している。

株式会社ジェイック ＨＲドクター編集長　古庄　拓
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本 

間  

英 

一

本 

間  

英 

一

石
巻
千
石
船
の
会

石
巻
千
石
船
の
会

会

　長

会

　長

ア
メ
リ
カ
の
絵
葉
書
よ
り

古
写
真
で
見
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

　

こ
れ
ま
で
八
回
に
わ
た
り
、
石
巻
の

古
写
真
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
今
回
は

ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
宛
に
投
函
し
た
絵

葉
書
の
古
写
真
を
紹
介
す
る
。
高
層
ビ

ル
の
絵
葉
書
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
タ

イ
ム
ズ
ビ
ル
と
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
の
二
枚
の
絵
葉
書
が
あ
っ

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
高
層
ビ
ル
の
歴
史

は
、
一
八
九
〇
年
建
築
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
タ
ワ
ー
ビ
ル
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
ビ

ル
は
高
さ
一
〇
六
メ
ー
ト
ル
で
、
最
初

の
高
層
建
築
で
は
な
い
が
そ
れ
ま
で
一

番
高
か
っ
た
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
の
尖
塔

（
八
七
メ
ー
ト
ル
）を
超
え
た
最
初
の
ビ

ル
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
に
建
設
さ
れ
た
十
一
の
ビ
ル
が

高
さ
世
界
一
の
座
を
保
持
し
続
け
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
一
九
三
〇
年
初
頭
ま

で
第
一
次
の
高
層
ビ
ル
の
建
築
ラ
ッ

シ
ュ
だ
っ
た
。
有
名
な
エ
ン
パ
イ
ア
ス

テ
ー
ト
ビ
ル
は
、
一
九
三
一
年
竣
工
で

高
さ
は
四
四
三
メ
ー
ト
ル
で
当
時
世
界

一
の
高
さ
を
誇
っ
た
。

　

一
枚
目
の
絵
葉
書
は
タ
イ
ム
ズ
ビ
ル

で
、
一
九
〇
四
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ

イ
ム
ズ
社
の
社
屋
と
し
て
建
設
さ
れ

た
。二
五
階
建
て
、高
さ
は
一
二
〇
メ
ー

ト
ル
、幅
は
か
な
り
狭
い
ビ
ル
で
あ
る
。

建
築
の
翌
年
、
一
九
〇
五
年
に
タ
イ
ム

ズ
ビ
ル
で
初
め
て
新
年
祝
賀
花
火
を
上

げ
、
そ
れ
以
来
今
日
ま
で
一
二
〇
年
間

花
火
の
打
ち
上
げ
が
続
い
て
い
る
。
ま

た
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
ェ
ア
は
新
年
の
お

祝
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
有
名
な
場

所
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
絵
葉
書
は
、

一
九
二
二
年（
大
正
11
）の
年
賀
状
で
あ

る
。
差
出
人
は
、
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

台
湾
銀
行
に
勤
務
し
て
い
た
成
田
文
雄

で
、宛
名
は
石
巻
後
町
の
武
山
一
郎（
私

の
曽
祖
父
）で
あ
る
。
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二
枚
目
の
絵
葉
書
は
、
ホ
ワ
イ
ト

ホ
ー
ル
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
も
の
で
、
葉

書
の
表
面
に
ビ
ル
の
詳
細
が
記
し
て
あ

る
。そ
れ
に
よ
る
と
、ビ
ル
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
島
の
南
端
バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ー
ク
に

あ
り
、
三
二
階
建
て
高
さ
は
一
二
七

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
竣
工
は
一
九
一
一

年
で
四
百
六
〇
万
ド
ル
の
経
費
で
建
築

さ
れ
た
。
絵
葉
書
の
前
の
公
園
に
は
巨

大
な
像
が
建
っ
て
い
る
。
葉
書
の
差
出

人
は
本
間
清
兵
衛（
私
の
祖
父
の
弟
）

で
、
あ
て
先
は
武
山
一
郎
で
あ
る
。
年

月
日
は
不
明
だ
が
、
一
九
二
〇
年
代
と

推
測
さ
れ
る
。
本
間
清
兵
衛
は
横
浜
正

金
銀
行
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
勤
務
だ
っ

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
動
物
園
の
絵
葉
書
は

二
枚
あ
り
、
一
九
二
二
年
の
も
の
と

一
九
二
三
年
の
年
賀
状
で
あ
る
。
差
出

人
は
い
ず
れ
も
成
田
文
雄
で
あ
て
先
は

武
山
一
郎（
当
時
の
石
巻
町
長
）で
あ

る
。
成
田
文
雄
は
武
山
一
郎
の
五
女
の

夫
で
あ
っ
た
。

　

絵
葉
書
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
動
物
園

だ
が
、
現
在
は
ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物
園
と

し
て
世
界
屈
指
の
規
模
の
動
物
園
と
し

て
有
名
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
動
物

園
は
、
一
八
九
九
年
開
園
で
絵
葉
書
の

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
は
一
九
〇
八
年

に
建
築
さ
れ
、
三
種
類
の
像
を
飼
育
し

て
き
た
。
そ
の
後
、
こ
こ
で
は
貴
重
な

ス
マ
ト
ラ
サ
イ
や
カ
バ
、
モ
ン
ゴ
ル
ラ

ク
ダ
な
ど
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。現
在
、

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
は
、
動
物
園
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年

よ
り
動
物
園
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

　

二
枚
目
の
絵
葉
書
は
ア
メ
リ
カ
ン
バ

イ
ソ
ン
の
写
真
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
ン

バ
イ
ソ
ン
は
、
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
の
平

原
に
六
～
七
千
万
頭
が
生
息
し
て
い

た
と
い
わ
れ
る
。
白
人
が
入
植
し
て

以
来
、
銃
に
よ
る
狩
猟
で
一
八
九
〇

年
代
に
は
千
頭
未
満
に
ま
で
減
少
し

た
。
現
在
は
保
護
政
策
で
守
ら
れ
て

い
る
が
、
野
生
の
個
体
数
は
少
な
く
、

牧
場
や
農
場
で
約
三
〇
万
頭
が
飼
育

さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
に
は
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
獣
と
な
り
、
毎
年

一
一
月
の
第
一
土
曜
日
が
バ
イ
ソ
ン
の

日
と
な
っ
て
い
る
。
バ
フ
ァ
ロ
ー
ビ
ル

は
、
一
八
六
〇
年
代
に
バ
フ
ァ
ロ
ー
狩

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
、
一
八
か
月

間
で
四
八
二
〇
頭
の
ア
メ
リ
カ
ン
バ
イ

ソ
ン
を
狩
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
バ
イ
ソ

ン
の
頭
蓋
骨
が
う
ず
た
か
く
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
る
写
真
が
あ
る
。
動
物
園
で

バ
イ
ソ
ン
が
飼
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
時
代
に
は
バ
イ
ソ
ン
が
珍

し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
四
枚
の
ア
メ
リ
カ
の
絵
葉
書
を

紹
介
し
た
が
、
他
に
同
時
代
の
ロ
ス

ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
名
所
写
真
集
が
あ

る
。
今
回
こ
の
記
事
を
紹
介
す
る
に
あ

た
り
、
ネ
ッ
ト
検
索
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
で
調
べ
た
が
、
タ
イ
ム
ズ
ビ
ル
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
動
物
園
も
ヒ
ッ
ト
し
な

か
っ
た
。
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
ェ
ア
と
ブ
ロ

ン
ク
ス
動
物
園
が
該
当
し
て
い
る
も
の

だ
っ
た
。
古
い
名
称
は
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
に
は
な
い
よ
う
だ
。
エ
レ
フ
ァ
ン
ト

ハ
ウ
ス
は
ア
メ
リ
カ
版
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
動
物
園
か
ら
検
索

出
来
た
。

（
絵
葉
書
は
筆
者
所
蔵
）
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　広報委員会メンバーが直接訪問し、お店紹介を行う記事です。
　第２回目にご紹介するお店は2019年11月にオープンし、今月
で７周年を迎える「ISHINOMAKIまるしん」をご紹介します。
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店を探して
第
２
回

オーナーシェフの須田 修平さん
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【
オ
ー
ナ
ー
】
２
０
１
９
年
の
11
月
に
オ
ー

プ
ン
し
、
間
も
な
く
７
周
年
を
迎
え
ま
す
。

（
取
材
時
は
10
月
）

　

地
元
食
材
を
中
心
に
、
和
食
で
も
な
く
フ

レ
ン
チ
で
も
な
く
、
本
当
に
自
分
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
創
作
料
理
で
コ
ー
ス
料
理
を
ご
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

客
層
と
遠
方
だ
と
ど
の
辺
り
か
ら

お
客
様
が
お
越
し
に
な
り
ま
す
か
？

Q
　

客
層
は
男
女
比
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
９

割
以
上
が
女
性
の
お
客
様
で
す（
笑
）
男
性

の
お
客
様
は
ご
夫
婦
連
れ
か
、
お
ひ
と
り
の

お
客
様
が
稀
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
程
度
で
す
か

ね
。
利
用
シ
ー
ン
は
ほ
と
ん
ど
が
女
子
会
で

す
。

　

ま
た
、
客
層
が
オ
ー
プ
ン
当
初
と
現
在
と

で
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
は
平
日

の
営
業
が
中
心
で
し
た
の
で
、
お
仕
事
を
勤

め
あ
げ
て
、
退
職
後
に
自
分
の
時
間
を
愉
し

む
フ
ェ
ー
ズ
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
。
平
日
の
お
食
事
を
ウ
チ
で
愉

し
む
こ
と
の
で
き
る
方
に
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
は
土
日
中
心
で
予
約
が
多
く
な
り
、

ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
は
し
っ
か
り
働
い
て
週
末
に

40
～
50
代
の
女
子
会
利
用
が
多
い
で
す
。
い

ら
っ
し
ゃ
る
エ
リ
ア
で
言
う
と
、
も
ち
ろ
ん

石
巻
市
内
の
お
客
様
も
多
い
で
す
が
、
東
松

島
市
・
大
崎
市
・
涌
谷
町
か
ら
お
越
し
に
な

る
お
客
様
も
多
く
、
体
感
で
言
う
と
半
々
ぐ

ら
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
週
末
に
な
る
と
仙

台
市
・
塩
釜
市
か
ら
お
越
し
に
な
る
お
客
様

が
増
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

店
名
の
由
来
は
？

Q【
オ
ー
ナ
ー
】
私
の
祖
父
が
石
巻
市
魚
町
で

た
ら
こ
屋
を
始
め
ま
し
て
、
そ
れ
が
祖
父
の

名
前
か
ら
「
丸
信
須
田
商
店
」
と
い
う
屋
号

だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
、
父
の
代
に
代
わ

り
、
震
災
以
降
は
こ
の
場
所
で
８
年
ほ
ど
、

た
ら
こ
屋
を
営
ん
で
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
名
前
を
と
っ
て
店
名
を
「
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ
ま
る
し
ん
」
と
し
ま
し
た
。

料
理
人
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

Q【
オ
ー
ナ
ー
】
29
歳
ま
で
東
京
で
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
時
期
に
父

が
た
ら
こ
屋
を
辞
め
る
と
い
う
話
に
な
り
ま

し
た
。
震
災
も
あ
り
ま
し
た
し
、
石
巻
へ

帰
っ
て
く
る
つ
も
り
で
お
り
ま
し
た
ら
、
逆

に
父
か
ら
「
継
が
な
く
て
い
い
。
お
前
は
好

き
な
事
を
や
れ
」
と
断
ら
れ
ま
し
て
。
で
、

好
き
な
も
の
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
た
時
に
２

つ
思
い
浮
か
ん
だ
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
釣

り
」
と
「
料
理
」
で
し
た
。
た
だ
、
石
巻
に

帰
っ
て
「
釣
り
」
で
生
活
し
て
い
く
の
は
難

お
店
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

Q



「神無月コース」
和食をベースにした見た目にも華やかな創作料理が並ぶ
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し
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
本
当
に
消
去

法
で
料
理
人
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
こ
か
ら
が
大
変
で
し
た
。
専
門
学

校
に
通
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
料
理
は
独
学

で
し
た
の
で
。

料
理
の
創
作
意
欲
は
ど
こ
か
ら
？

メ
ニ
ュ
ー
は
ど
の
よ
う
に
思
い
つ
く

の
で
し
ょ
う
か
？

Q【
オ
ー
ナ
ー
】
実
際
に
い
ろ
ん
な
場
所
や
お

店
に
行
っ
て
食
べ
歩
き
を
す
る
と
い
う
の
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
こ
そ
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
を
見
て
参
考
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
今
の
時
代
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ん
か
を
見
れ
ば

レ
シ
ピ
が
い
く
ら
で
も
載
っ
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
参
考
に
し
て
み
た
り
。

そ
れ
以
外
で
は
お
風
呂
や
車
の
運
転
中
な
ど

に
と
パ
ッ
と
閃
く
こ
と
が
あ
る
の
で
「
食
材

の
こ
の
組
み
合
わ
せ
面
白
い
か
な
」
と
い
う

も
の
が
浮
か
ん
だ
ら
、
と
に
か
く
直
ぐ
に
ス

マ
ホ
に
メ
モ
し
ま
す
。
メ
モ
に
残
し
た
も
の

は
必
ず
試
作
す
る
よ
う
に
し
て
い
て
、
例
え

ば
鱈
を
釣
っ
た
ら
メ
モ
を
見
な
が
ら
あ
れ
と

あ
れ
で
組
み
合
わ
せ
た
ら
美
味
し
い
か
な
と

い
う
感
じ
で
。
で
、
失
敗
し
た
ら
ボ
ツ
に
し

て
ま
た
違
う
試
作
品
を
作
っ
て
と
い
う
の
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
試
作
は
ガ
ン

ガ
ン
し
ま
す
ね（
笑
）

【
オ
ー
ナ
ー
】
日
本
人
の
口
に
合
わ
せ
て
お

り
ま
す
の
で
、
出
汁
な
ど
の
優
し
い
味
わ
い

を
含
む
和
食
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
ど
こ
か
に
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
と
は
思
い
ま
す
。

当
店
で
は
前
提
と
し
て
「
創
作
料
理
」
を
打

ち
出
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
コ
ー
ス
を
食
べ

な
が
ら
世
界
旅
行
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

の
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
今
日
出

て
い
な
い
も
の
だ
と
、
例
え
ば
ペ
ル
ー
料
理

な
ど
を
入
れ
て
コ
ー
ス
に
緩
急
を
つ
け
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
て
、
い
ろ
ん
な
味（
国
）に

飛
ぶ
よ
う
に
次
は
台
湾
、
次
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

よ
う
に
す
る
の
が
ウ
チ
の
色
と
い
う
か
。
悪

く
言
え
ば
、
何
料
理
食
っ
た
か
わ
か
ら
な
い

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が（
笑
）「
他

の
店
で
は
こ
う
い
う
コ
ー
ス
は
絶
対
に
食
べ

ら
れ
な
い
」
そ
こ
が
他
に
は
な
い
特
徴
だ
と

思
っ
て
自
分
で
は
や
っ
て
い
ま
す
。

初
め
て
来
店
す
る
方
に
お
す
す
め
の

コ
ー
ス
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q【
オ
ー
ナ
ー
】
ま
る
し
ん
コ
ー
ス
（
税
込

３
、０
０
０
円
）
を
お
す
す
め
し
て
お
り

ま
す
。
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
は
（
税
込
５
、

５
０
０
円
）
か
ら
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

違
い
と
し
て
は
、
デ
ィ
ナ
ー
で
は
お
料
理
と

合
わ
せ
て
お
酒
を
召
し
上
が
る
の
で
、
あ
え

て
量
は
控
え
め
に
し
て
、
そ
の
分
質
が
上
が

る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
ま
た
、
女
性
の
お
客
様

が
多
い
の
で
、
単
純
に
金
額
に
比
例
し
て
量

が
増
え
る
と
食
べ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
。
逆
に
男
性
の
お
客
様
で
あ
れ
ば
お
食
事

の
量
を
増
や
し
て
ほ
し
い
な
ど
、
内
容
に
つ

い
て
は
い
か
よ
う
に
も
対
応
が
可
能
で
す
の

で
、
予
約
の
際
に
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

店
内
の
雰
囲
気
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

Q【
オ
ー
ナ
ー
】
店
内
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
和
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
木
の
温
も
り

と
落
ち
着
き
の
あ
る
空
間
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
壁
も
ぬ
り
か
べ
に
し
て
入
り
口
も
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
の
蔵
の
扉
を
取
り
寄
せ
て
使
用
し

て
い
ま
す
。
店
内
の
雰
囲
気
で
フ
レ
ン
チ
な

ど
特
定
の
料
理
の
印
象
に
偏
ら
な
い
よ
う
に

気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

調
理
の
手
法
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。
コ
ー
ス
を
戴
い
て
み
て
感
じ
た

の
で
す
が
、
ベ
ー
ス
は
和
食
の
出
汁

感
を
大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
味
付
け
も
控
え
め
に
し
て

い
る
と
い
う
の
は
何
か
こ
だ
わ
り
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
か
？

Q

修
行
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

よ
う
で
す
の
で
、
あ
く
ま
で
日
頃

食
べ
て
い
る
料
理
の
組
み
合
わ
せ

か
ら
膨
ら
ま
せ
い
っ
て
と
い
う
感

じ
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
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「ISHINOMAKI まるしん」
◆所  在  地　宮城県石巻市広渕字馬場屋敷109-6
◆事業内容　飲食店
◆連  絡  先　0225-25-5721
◆営業時間　平日11:30～14:30　18:00～20:30
　　　　　　【昼夜共に２日前の完全予約制】
◆定  休  日　月・火曜日
◆ひとことコメント　最強より無敵のお店を目指して
　　　　　　　　　　います。

宮城県の形を模したランチョンマット。小物ひとつ
にもオーナーの地元に対する想いが感じられる

委員　加納　茂信 委員　菅野　峻

副会長　櫻井　一義

　知人から聞いていたオシャレなお
店で、なかなか行くタイミングが無
かったので、今回楽しみにしており
ました。オーナーシェフの料理の説
明や料理を出すタイミング、味も良
く楽しみながらいただきました！
　もっと早く食べに行ければ良かっ
たと思いました。

　店の佇まいを観て
の第一印象は隠れ家
的で、料理のイメー
ジは器を含めてアー
ト作品、来客の殆ん
どが女性客との事で
今度妻とぜひ一緒に
来店したいと思いま
す。

　着席時、県の地形を模した木製
ランチョンマットにまず心を奪わ
れました。これは、店主の地元食
材に対する揺るぎないコミットメ
ントを示す象徴的な意匠と感じま
す。この導入がもたらした高い期
待感は、丹念に仕立てられた一皿
一皿によって見事に満たされ、終
始好奇心を刺激される、愉しい食
の体験となりました。
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【
オ
ー
ナ
ー
】
こ
れ
も
消
去
法
で
し
て
。
東

京
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
に
、
ま
ず
両
親
が
こ

こ
（
た
ら
こ
屋
）
や
め
る
っ
て
言
っ
て
た
ん

で
す
け
ど
、
こ
の
場
所
で
や
る
つ
も
り
は
僕

も
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
独
立
し
た
い
な
っ

て
い
う
気
持
ち
は
ち
ょ
っ
と
あ
っ
て
。
大
街

道
か
立
町
で
検
討
し
た
の
で
す
が
、
東
京
と

家
賃
が
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
初
め
て
で

個
人
店
な
の
で
出
費
が
大
き
い
の
も
負
担
に

な
る
の
で
…
。
で
、
色
々
と
各
所
に
相
談
し

た
結
果
、
こ
こ
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
な
る
べ

く
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ー
ト
と
い
う
こ
と
に
し

て
、
両
親
か
ら
も
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
て
と
い

う
。
結
果
的
に
し
ょ
う
が
な
く
こ
こ
で
す

ね
。

【
菅
野
委
員
】
逆
に
言
う
と
、
仙
台
な
ん
か

で
流
行
っ
て
い
る
隠
れ
家
的
な
、
あ
え
て
お

な
ぜ
こ
の
場
所
に
店
舗
を
構
え
る

こ
と
に
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

Q

店
を
探
し
て
く
る
よ
う
な
お
店
に
な
っ
て
正

解
だ
っ
た
か
と
思
う
の
で
す
が(

笑)

【
オ
ー
ナ
ー
】
結
果
的
に
メ
イ
ン
の
通
り
で

は
な
く
て
も
お
か
げ
さ
ま
で
ご
来
店
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
最
初
の
１
ヶ
月
は
本
っ

当
に
お
客
さ
ん
が
来
な
く
て
。
広
告
も
出
し

て
な
い
し
、
１
０
８
号
線
沿
い
じ
ゃ
な
い
ん

で
大
変
で
し
た
ね
。

ご
来
店
さ
れ
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ま
た
は
お
店
の
PR
を
お
願
い
し
ま
す

Q
　

「
食
べ
る
こ
と
に
興
味
が
あ
る
方
」
に
ぜ

ひ
一
度
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

石
巻
の
食
材
は
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

「
こ
の
食
材
を
こ
う
使
う
の
か
」
と
い
う
新

し
い
発
見
を
ご
提
案
出
来
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
「
美
味
し
い
の
そ
の
先
」
と
自
分
で

は
言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
美
味
し
い
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
さ
ら
に
そ
の
後
の
「
楽
し
さ
」

と
か
「
驚
き
」
と
い
っ
た
も
の
に
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
！

　

ち
ょ
っ
と
来
る
の
に
は
分
か
り
づ
ら
い

場
所
で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
も（
笑
） 

そ
の

分
、
楽
し
ま
せ
る
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
。
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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我
々
が
一
番
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
が
こ
の
で
っ
か
い
タ
ン
ク
な
ん
だ
よ
ね
。
石
巻
で
や
る
と
こ
ろ
が
、

も
う
ウ
チ
し
か
な
い
も
ん
で
さ
。
大
型
の
タ
ン
ク
は
み
ん
な
や
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。（
後
藤
社
長
）
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【
後
藤
社
長
】
弊
社
は
昭
和
56
年
に
造
船
工

場
の
協
力
会
社
を
目
的
に
設
立
し
て
、
お
か

げ
さ
ま
で
創
業
か
ら
44
年
を
迎
え
ま
し
た
。

主
に
プ
ラ
ン
ト
設
備
の
設
計
・
製
造
、
い
わ

ゆ
る
製
缶
業
を
生
業
と
し
て
い
る
会
社
で

す
。

　

鉄
工
場
で
も
鉄
骨
屋
と
か
配
管
屋
さ
ん
な

ど
と
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
ウ
チ
で
一
番
手

掛
け
て
い
る
の
は
タ
ン
ク
で
す
ね
。
製
造
に

は
当
然
溶
接
の
技
術
は
必
須
で
す
。
タ
ン
ク

は
大
き
い
も
の
で
直
径
で
は
18
ｍ
、
高
さ
は

25
ｍ
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
普
通
は
下
か
ら

組
ん
で
い
く
も
の
で
す
が
、
写
真
の
様
に
高

さ
が
25
ｍ
に
な
る
高
所
作
業
を
避
け
る
為
と

工
期
短
縮
の
た
め
に
、
真
ん
中
の
ド
ッ
キ
ン

グ
部
分
を
溶
接
し
て
完
了
と
な
り
ま
す
。
一

夜
に
し
て
25
ｍ
の
タ
ン
ク
が
現
れ
る
の
で
周

り
の
方
は
ビ
ッ
ク
リ
で
す
よ
ね
。
こ
の
様
な

事
も
含
め
て
も
の
づ
く
り
は
楽
し
い
と
の
思

い
で
、79
歳
の
今
も
現
役
で
働
い
て
い
ま
す
。

後
藤
社
長
が
創
業
者
と
お
伺
い

し
ま
し
た
が
、
起
業
に
至
る
ま

で
の
経
緯
は
？

【
後
藤
社
長
】
私
は
中
学
校
し
か
出
て
な
く

て
、
高
校
に
進
学
し
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、

小
学
生
の
時
に
父
親
が
亡
く
な
っ
て
進
学
せ

ず
に
石
巻
中
学
校
の
卒
業
と
同
時
に
集
団
就

職
で
東
京
都
大
田
区
に
あ
る
佐
藤
螺
子
製
作

所
（
現
株
式
会
社
サ
ト
ー
ラ
シ
）
に
入
社
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
自
動
車
の
ボ
ル
ト
と

ナ
ッ
ト
の
製
造
を
し
て
い
て
、
製
造
業
と
の

出
会
い
は
そ
こ
だ
ね
。
そ
こ
で
一
生
懸
命
に

仕
事
し
て
、
妻
と
出
会
っ
て
、
結
婚
し
て
、

長
男
が
産
ま
れ
て
。
11
年
ぐ
ら
い
働
い
て
、

石
巻
に
戻
っ
て
き
た
。

　

で
、
戻
っ
て
き
た
も
の
の
、
石
巻
で
は
同

じ
よ
う
な
仕
事
が
何
も
な
い
か
ら
、
職
業
訓

練
校
（
現
石
巻
技
術
専
門
学
校
）
に
入
っ
た

ん
で
す
。
板
金
科
に
入
っ
て
、 

26
歳
の
時
に

初
め
て
溶
接
っ
て
い
う
も
の
を
見
た
わ
け
。

　
復
活
第
２
回
目
に
ご
紹
介
す
る
会
員
企
業
様
は
、
天
然
ガ
ス
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

る
バ
イ
オ
メ
タ
ン
ガ
ス
を
製
造
す
る
世
界
初
の
横
型
乾
式
発
酵
設
備
を
開
発
し
た
株
式
会

社
宮
富
士
工
業
を
訪
問
し
、
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

�

（
取
材
者
：
広
報
委
員
長
　
髙
橋
　
寿
／
副
委
員
長
　
遠
藤
　
利
夫
）

代表取締役社長　後藤 春雄 氏

株式会社 宮富士工業
■ 平成26年　秋  黄綬褒章
■ 平成24年　現代の名工（アーク溶接工）
■ 一般社団法人宮城県溶接協会 会長

業
務
内
容
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
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そ
こ
で
溶
接
の
技
術
を
覚
え
て「
起
業
す
る
」

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
。
一
年
通
っ
て

27
歳
で
訓
練
校
を
出
て
、
は
じ
め
は
山
西
造

船
鉄
工
所
（
現
株
式
会
社
ヤ
マ
ニ
シ
）
さ
ん

の
下
受
け
の
仕
事
を
７
～
８
年
ぐ
ら
い
や
ら

せ
て
も
ら
っ
て
経
験
を
積
ん
だ
。
ヤ
マ
ニ
シ

の
下
請
企
業
何
社
か
渡
り
歩
き
ま
し
た
ね
。

独
立
す
る
最
後
の
会
社
で
と
て
も
良
い
社
長

さ
ん
に
出
会
い
、「
ヨ
シ
、
こ
の
人
の
為
に

尽
く
そ
う
」
と
決
め
、
営
業
を
し
て
仕
事
を

取
っ
て
来
て
職
人
も
集
め
て
会
社
も
儲
け
さ

せ
る
、
そ
の
様
な
事
を
当
た
り
前
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

あ
る
時
社
長
に
「
後
藤
君
は
俺
の
下
で
働

い
て
い
る
人
で
は
な
い
か
ら
、
自
分
で
会
社

や
っ
た
方
が
い
い
。
自
分
で
声
か
け
て
連

れ
て
来
た
職
人
は
連
れ
て
い
っ
て
い
い
か

ら
」
っ
て
言
わ
れ
て
ね
。
独
立
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
て
い
た
俺
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
言
葉

だ
っ
た
な
ぁ
。
普
通
勤
め
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
独
立
す
る
と
な
る
と
、
あ
ま
り
良
い
関
係

で
無
く
な
る
事
が
多
い
で
し
ょ
う
。
俺
の

場
合
は
、
逆
に
社
長
に
背
中
を
押
し
て
も

ら
っ
て
の
独
立
だ
も
の
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

な
ぁ
。
そ
こ
か
ら
「
自
分
だ
け
良
け
れ
ば
い

い
」
と
い
う
考
え
は
捨
て
よ
う
っ
て
思
え
た

の
は
、
素
直
な
気
持
ち
で
会
社
の
為
、
み
ん

な
の
為
っ
て
尽
く
し
た
か
ら
。
社
長
が
そ
ん

な
風
に
送
り
出
し
て
く
れ
た
ん
だ
ろ
う
な
。

　

そ
の
後
造
船
業
が
下
火
に
な
っ
た
の
を
肌

で
感
じ
て
、
船
の
仕
事
を
離
れ
製
缶
屋
と
し

て
タ
ン
ク
等
を
手
掛
け
る
様
に
な
り
、
今
に

至
っ
て
い
る
っ
て
感
じ
か
な
。

【
遠
藤
副
委
員
長
】
そ
の
技
術
自
体
が
も
う

食
え
る
っ
て
い
う
確
信
が
持
て
た
っ
て
い
う

の
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

【
後
藤
社
長
】
26
歳
で
訓
練
校
に
入
り
初
め

て
溶
接
を
見
た
時
に
、
こ
れ
は
自
分
さ
え
こ

の
技
術
を
身
に
付
け
れ
ば
妻
子
を
養
っ
て
い

け
る
な
と
、
確
信
が
持
て
ま
し
た
。
た
っ
た

一
年
の
訓
練
期
間
で
し
た
が
、
さ
れ
ど
一
年

で
す
。
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
技
術
専
門
校
は
私
の
恩
人
で
す
。
卒

業
し
て
か
ら
40
年
後
「
現
代
の
名
工
・
黄
綬

褒
章
」
な
ど
授
か
る
な
ど
と
は
、
夢
に
も
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
恩
返
し
の
為
に
30

年
も
の
間
、
同
窓
会
長
を
し
て
お
り
ま
す
。

続
い
て
、
話
題
と
な
っ
て
い
る

世
界
初
の
バ
イ
オ
メ
タ
ン
ガ
ス

製
造
設
備
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い

【
後
藤
社
長
】
世
界
発
っ
て
い
う
こ
と
で
各

所
に
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
て
る
け
ど
、
こ

そ
っ
と
や
っ
て
た
も
ん
だ
か
ら
、
大
っ
ぴ
ら

に
し
て
な
か
っ
た
し
。
そ
も
そ
も
は
大
阪
府

に
本
社
が
あ
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
エ
ナ
ジ
ー
・

リ
サ
ー
チ
社
と
共
同
で
２
０
２
５
年
大
阪
・

関
西
万
博
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
技
術

開
発
・
実
証
事
業
と
し
て
や
っ
て
い
る
ん
だ

け
ど
。
ま
あ
、
言
わ
れ
て
み
る
と
確
か
に
世

界
で
も
あ
ん
ま
り
例
の
な
い
バ
イ
オ
メ
タ
ン

ガ
ス
製
造
設
備
な
ん
だ
よ
ね
。

【
髙
橋
委
員
長
】
現
物
は
今
ど
こ
に
？

【
後
藤
社
長
】
万
博
会
場
で
は
な
く
て
、
大

阪
府
の
南
部
に
あ
る
泉
南
市
に
あ
る
。
大
阪

府
か
ら
場
所
提
供
さ
れ
て
、
そ
こ
で
実
証
実

験
を
今
も
や
っ
て
る
ん
だ
け
ど
。
来
年
の
３

月
ま
で
デ
ー
タ
を
取
り
た
い
っ
て
こ
と
で
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
エ
ナ
ジ
ー
・
リ
サ
ー
チ
社

が
も
う
ち
ょ
っ
と
動
か
し
て
く
れ
な
い
か
っ

て
こ
と
で
。
こ
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

事
業
自
体
は
大
阪
府
の
予
算
だ
か
ら
、
本
当

は
大
阪
府
内
で
の
取
り
組
み
で
完
結
し
な
く

て
は
な
ら
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
。
と
こ
ろ
が

こ
の
キ
ル
ン
型
は
、
う
ち
し
か
対
応
出
来
な

い
っ
て
こ
と
で
回
っ
て
き
た
ん
だ
け
ど
。

【
髙
橋
委
員
長
】
宮
富
士
工
業
さ
ん
し
か
作

れ
な
い
技
術
な
わ
け
で
す
か
？

【
後
藤
社
長
】
あ
る
程
度
特
許
が
か
ら
ん
で

ま
す
の
で
、他
で
は
出
来
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

過
去
に
園
芸
用
培
養
土
の
製
造
機
を
作
っ
た

こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
着
想
を
得
た
ん

だ
け
ど
ね
、
セ
メ
ン
ト
会
社
や
製
紙
会
社
に

あ
る
長
さ
50
ｍ
～
100
ｍ
位
の
キ
ル
ン
は
、
中

に
ス
パ
イ
ラ
ル
状
の
羽
根
が
付
い
て
お
り
、

回
転
す
る
と
一
方
通
行
で
入
口
か
ら
出
口
迄

羽
根
の
動
き
に
沿
っ
て
出
て
行
き
ま
す
。

　

今
回
の
発
酵
槽
は
、
直
径
1.6
ｍ
長
さ
９
ｍ

の
模
型
で
す
。
完
全
密
閉
型
で
正
回
転
す
る

と
、
入
れ
た
も
の
が
中
で
行
っ
た
り
来
た
り

し
て
ま
ん
べ
ん
な
く
撹
拌
で
き
、
発
酵
す
る

時
間
が
確
保
で
き
ま
す
。
発
酵
が
終
わ
っ
た

ら
逆
回
転
す
る
と
排
出
し
ま
す
。
こ
の
様
な

仕
組
み
の
も
の
は
今
ま
で
無
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

【
髙
橋
委
員
長
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
や
っ
て
い

る
と
き
に
岩
手
県
で
縦
型
の
タ
ン
ク
を
視
察

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
特
異
性
っ

て
い
う
の
は
何
か
あ
る
ん
で
す
か
？

【
後
藤
社
長
】
今
稼
働
し
て
い
る
装
置
は
、

大
体
縦
型
だ
と
思
い
ま
す
。
縦
型
の
場
合
は

投
入
か
ら
排
出
ま
で
連
続
性
が
難
し
い
で
す

が
、
横
型
の
場
合
は
投
入
・
排
出
・
投
入
・

排
出
と
連
続
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
装
置
は
、
私
一
人
が
考
え
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
世
代
の
数
人
で
考
え



世
界
初
の
バ
イ
オ
メ
タ
ン
ガ
ス
製
造
機
。
効
率
に
優
れ
る
横
型
完
全
密
閉
型
円
柱
型
回
転
タ
ン
ク
の
技
術
は
宮
富
士
工
業
さ
ん
が
特
許
を
取
得
し
て
お
り
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
も
の
だ
と
い
う
。
現
在
は
大
阪
府
の

泉
南
市
で
実
証
実
験
中
。
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た
も
の
で
す
が
、
製
作
で
き
る
の
は
宮
富
士

工
業
だ
け
で
す
。

　

バ
イ
オ
メ
タ
ン
ガ
ス
の
製
造
装
置
っ
て
い

う
の
は
主
に
「
湿
式
」
と
「
乾
式
」
っ
て
い

う
の
が
あ
っ
て
。「
湿
式
」
っ
て
い
う
の
は
、

そ
れ
こ
そ
家
畜
の
糞
尿
や
汚
泥
な
ど
を
使

う
。「
乾
式
」っ
て
い
う
の
は
間
伐
材
の
チ
ッ

プ
な
ど
の
固
形
物
、例
え
ば
野
菜
く
ず
と
か
、

そ
の
固
形
物
か
ら
メ
タ
ン
を
取
る
っ
て
い
う

の
は
あ
ん
ま
り
例
が
な
い
。

　

そ
れ
で
、
ど
ち
ら
も
一
長
一
短
あ
る
ん
だ

け
ど
、
湿
式
で
大
変
な
の
は
排
水
処
理
。
ま

ず
コ
ス
ト
が
か
か
る
し
、
糞
尿
の
処
理
が
大

変
。
だ
け
ど
こ
の
湿
式
だ
と
、
ず
っ
と
湿
っ

て
い
る
の
で
微
生
物
が
住
め
る
環
境
に
あ
る

わ
け
。
そ
れ
に
対
し
て
、
今
回
う
ち
で
手
掛

け
た
乾
式
っ
て
の
は
固
形
物
を
使
用
す
る
か

ら
、
微
生
物
が
な
か
な
か
連
続
し
て
住
む
場

所
が
大
変
な
ん
だ
。

【
髙
橋
委
員
長
】
そ
れ
で
も
な
ん
で
乾
式
に

こ
だ
わ
っ
て
？

【
後
藤
社
長
】
余
り
例
が
無
い
の
で
、
是
非

や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
微
生
物
を

移
動
さ
せ
る
為
、
横
型
の
回
転
す
る
方
式
を

取
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
回
転
す
る
も
の
の

完
全
密
閉
な
ん
て
ど
こ
も
や
っ
た
こ
と
な
い

も
の
だ
か
ら
ね
。
難
し
か
っ
た
で
す
。
ウ
チ

み
た
い
に
ち
っ
ち
ゃ
な
鉄
工
場
が
１
社
で
手

掛
け
る
な
ん
て
、
無
茶
な
こ
と
を
し
た
な
と

反
省
で
す
。

【
髙
橋
委
員
長
】
中
身
に
詰
め
る
そ
の
乾
式

の
材
料
は
？

【
後
藤
社
長
】
間
伐
材
の
チ
ッ
プ
と
大
阪
近

郊
の
野
菜
工
場
の
く
ず
と
か
。
あ
と
は
天
ぷ

ら
な
ど
食
用
油
の
廃
油
と
か
だ
ね
。
こ
れ
か

ら
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
大
阪
の
機
械

を
見
た
客
か
ら
の
提
案
で
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
下
の
土
地
活
用
と
し
て
、
さ
つ
ま
い
も
を

植
え
て
、
そ
れ
を
原
料
に
し
て
み
よ
う
と
。

さ
つ
ま
い
も
だ
と
年
３
回
ぐ
ら
い
取
れ
る
そ
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う
で
す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
下
に
た
だ
植
え

れ
ば
い
い
し
、
葉
っ
ぱ
か
ら
何
か
ら
そ
の
ま

ま
タ
ン
ク
に
投
入
す
れ
ば
全
部
原
料
に
使
え

る
か
ら
。
も
し
石
巻
で
稼
働
す
る
場
合
は
特

に
魚
の
ア
ラ
な
ん
か
が
い
い
ね
。
ア
ラ
と
間

伐
材
の
チ
ッ
プ
と
か
混
ぜ
た
ら
す
ご
く
出
や

す
い
か
ら
ね
。
さ
ら
に
廃
棄
物
と
し
て
出
る

残
渣
は
肥
料
に
な
る
。
基
本
的
に
は
た
い
肥

に
な
る
か
ら
、
す
ご
く
ク
リ
ー
ン
だ
よ
ね
。

【
遠
藤
副
委
員
長
】
や
っ
ぱ
り
材
料
の
種
類

に
よ
っ
て
出
方
っ
て
違
い
ま
す
か
？

【
後
藤
社
長
】
お
そ
ら
く
違
う
と
思
う
。
実

験
で
も
み
が
ら
を
試
し
て
み
た
ん
だ
け
ど
、

堅
く
て
ダ
メ
で
し
た
。

　

も
み
が
ら
や
れ
れ
ば
最
高
な
ん
だ
け
ど
、

そ
の
た
め
に
は
爆
砕
と
い
っ
て
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
み
た
い
に
膨
ら
ま
せ
る
必
要
が
あ
っ
て
。

夢
を
い
う
と
、
杉
の
皮
だ
と
か
、
使
え
な
い

も
の
の
再
利
用
が
出
来
た
ら
い
い
か
な
っ
て

い
う
。
残
念
な
が
ら
現
段
階
で
は
そ
れ
を
や

る
よ
り
は
、
か
え
っ
て
さ
つ
ま
い
も
が
よ
っ

ぽ
ど
効
率
が
い
い
っ
て
い
う
こ
と
で
す
。

【
髙
橋
委
員
長
】
形
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い

て
、
今
後
の
方
向
性
と
い
う
の
は
ど
う
な
ん

で
す
か
？

【
後
藤
社
長
】
こ
の
通
り
初
め
て
の
試
み
だ

か
ら
、ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
わ
か
ら
な
い
。

い
す
ゞ
自
動
車
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
で

紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
い
。
車
に
転
用
す

る
っ
て
い
う
の
は
誰
も
想
定
も
し
て
い
な

か
っ
た
か
ら
。
自
動
車
業
界
も
び
っ
く
り
の

出
来
事
っ
て
い
う
か
。
そ
ん
な
に
質
の
良
い

メ
タ
ン
出
来
る
の
か
み
た
い
な
話
だ
か
ら
。

た
ま
た
ま
い
す
ゞ
が
ね
、
天
然
ガ
ス
仕
様
の

エ
ン
ジ
ン
持
っ
て
た
か
ら
、
半
信
半
疑
な
が

ら
や
っ
て
み
た
ら
上
手
く
い
っ
た
っ
て
だ
け

で
。
メ
タ
ン
の
発
電
機
自
体
も
日
本
だ
と
も

う
何
千
万
も
す
る
ん
で
す
。
発
電
機
自
体
が

高
く
て
、
な
か
な
か
お
い
そ
れ
と
は
手
が
出

せ
な
い
。

　

こ
の
設
備
は
本
来
、
発
電
用
に
作
っ
た
。

普
通
、
発
電
利
用
だ
と
濃
度
60
％
程
度
で
い

い
ん
で
す
。
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
す
な
ん

て
い
う
と
、
90
％
以
上
と
い
う
と
ん
で
も
な

い
濃
度
で
す
。
元
々
う
ち
の
こ
の
設
備
で
出

る
ガ
ス
の
濃
度
が
高
か
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、

容
易
に
フ
ィ
ル
タ
ー
通
し
た
ら
車
動
か
せ
る

く
ら
い
の
濃
度
に
高
ま
っ
た
っ
て
の
も
あ
る

け
ど
ね
。
フ
ィ
ル
タ
ー
っ
て
い
う
の
は
、
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
・
エ
ナ
ジ
ー
・
リ
サ
ー
チ
で
神

戸
大
学
院
の
教
授
や
っ
て
た
人
が
分
離
膜
作

り
ま
し
た
。
う
ち
の
メ
タ
ン
と
掛
け
合
わ
せ

て
、
こ
の
膜
も
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
。
生
の
メ

タ
ン
だ
け
で
は
ね
。

　

１
つ
大
変
だ
っ
た
話
を
さ
せ
て
欲
し
い
ん

だ
け
ど
。
メ
タ
ン
っ
て
１
番
お
仕
事
す
る
温

度
が
55
℃
な
ん
で
す
。
で
、
こ
の
設
備
っ
て

回
転
し
て
る
で
し
ょ
。
ヒ
ー
タ
ー
を
巻
い
て

55
℃
を
保
ち
な
が
ら
回
転
す
る
も
の
に
電
気

を
ど
う
や
っ
て
通
す
っ
て
な
っ
た
時
に
み
ん

な
で
話
し
合
っ
て
、
結
果
的
に
電
車
の
パ
ン

タ
グ
ラ
フ
の
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。
あ
の

方
式
採
用
し
て
う
ま
く
い
っ
た
。

　

そ
の
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
に
辿
り
着
く
ま
で

が
、
大
変
だ
っ
た
ん
だ
。
部
品
自
体
は
普
通

に
売
っ
て
る
ん
だ
け
ど
。
専
門
メ
ー
カ
ー
が

あ
っ
た
の
。
い
ろ
ん
な
形
状
も
あ
る
し
ね
。

初
め
て
分
か
っ
た
、
そ
れ
も
。

　

た
だ
そ
こ
ま
で
行
き
つ
か
な
け
れ
ば
誰
も

そ
の
こ
と
は
教
え
て
く
れ
な
い
わ
け
さ
。
た

だ
今
は
Ａ
Ｉ
の
時
代
だ
か
ら
「
こ
う
い
う
の

を
作
り
た
い
ん
だ
け
ど
」
っ
て
問
い
か
け
れ

ば
文
献
探
し
て
き
て
そ
っ
か
ら
引
っ
張
っ
て

く
る
ん
で
、
今
後
使
っ
て
み
た
い
と
は
思
う

ね
。

【
遠
藤
副
委
員
長
】
貴
社
は
職
人
の
方
た
ち

の
集
団
な
の
で
、
そ
の
方
々
が
ど
う
い
う
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
事
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
の
か
が
非
常
に
気
に
な
り
ま
す
。
や
っ
ぱ

り
面
白
い
っ
て
と
こ
ろ
で
す
か
？
や
っ
て

て
。

【
後
藤
社
長
】
う
ー
ん
、
面
白
い
と
い
う
よ

り
は
…
。
人
が
や
っ
た
こ
と
が
な
い
も
の
だ

と
よ
り
燃
え
る
と
い
う
か
。
そ
れ
が
い
い
か

悪
い
か
は
別
問
題
と
し
て
、
物
作
り
の
と
し

て
の
「
何
く
そ
」
っ
て
い
う
。「
ヨ
ソ
で
や

れ
な
け
れ
ば
、
う
ち
で
や
っ
て
や
る
」
み
た

い
な
さ
、
そ
う
い
う
こ
と
に
面
白
み
を
感
じ

る
ん
だ
な
。
バ
イ
オ
メ
タ
ン
設
備
な
ん
か
も

そ
う
だ
け
ど
、
い
す
ゞ
さ
ん
の
動
画
が
出
て

我
々
も
や
っ
と
報
わ
れ
た
な
っ
て
感
じ
た
ぐ

ら
い
で
。
そ
こ
で
初
め
て
面
白
い
な
っ
て
思

え
た
っ
て
い
う
。

　

こ
れ
も
隣
県
に
あ
る
油
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ

プ
企
業
か
ら
発
注
の
あ
っ
た
も
の
な
ん
で

す
。
重
さ
23
ト
ン
、
大
き
さ
が
13
ｍ
も
あ
る

こ
の
機
械
は
「
抽
出
機
」
っ
て
い
う
も
の

で
、
上
か
ら
米
ぬ
か
を
入
れ
る
と
下
か
ら
米

油
が
出
て
く
る
装
置
な
ん
だ
。
菜
種
を
入
れ

る
と
菜
種
油
が
出
て
く
る
し
、
ゴ
マ
を
入
れ

る
と
ご
ま
油
が
出
る
っ
て
い
う
画
期
的
な
機

械
で
す
。
こ
れ
を
発
明
さ
れ
た
方
は
83
歳
で

す
。
こ
の
機
械
の
製
作
を
ぜ
ひ
宮
富
士
工
業

に
引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
の
申
し
出
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
２
台
作
り
ま
し
た
。
年
明

け
に
３
台
目
に
掛
か
る
予
定
で
す
。
中
に
は
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コ
ン
ベ
ア
ー
が
入
っ
て
お
り
、
固
定
し
て
い

る
金
物
と
コ
ン
ベ
ア
ー
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
が

10
ミ
リ
し
か
な
く
、
溶
接
の
歪
で
接
触
す
る

と
ガ
ソ
リ
ン
な
み
の
揮
発
性
で
爆
発
す
る
と

い
う
、
繊
細
さ
が
要
求
さ
れ
る
製
品
で
す
。

こ
の
機
械
の
製
作
技
術
を
し
っ
か
り
身
に
付

け
て
、
宮
富
士
ブ
ラ
ン
ド
に
仕
上
げ
る
予
定

で
す
。東

日
本
大
震
災
時
の
話
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

【
後
藤
社
長
】
震
災
の
時
か
。
や
っ
ぱ
り
こ

の
辺
は
大
変
だ
っ
た
。
発
災
か
ら
２
週
間
後

に
や
っ
と
こ
こ
に
来
れ
た
ん
だ
。
周
辺
が

ず
っ
と
水
没
し
て
い
て
、
な
か
な
か
来
れ
な

く
て
さ
。
３
年
前
に
亡
く
な
っ
た
妻
と
さ
、

や
っ
と
こ
こ
に
来
た
時
俺
は
も
う「
ダ
メ
だ
」

と
思
っ
た
の
よ
。
で
も
女
の
人
は
強
い
。「
何

だ
い
お
父
さ
ん
こ
れ
ば
り
の
被
害
で
！
す
ぐ

や
れ
っ
ち
ゃ
！
」
と
か
っ
て
さ
。
す
っ
か
り

ダ
メ
に
な
っ
て
る
時
に
さ
、
彼
女
に
そ
う
言

わ
れ
て
さ
「
あ
、
そ
ん
な
も
ん
か
な
。
ん
で

や
っ
て
み
っ
か
な
」
み
た
い
な
さ
。
あ
れ
は

力
強
か
っ
た
な
。

【
遠
藤
副
委
員
長
】建
物
に
影
響
が
少
な
か
っ

た
っ
て
い
う
の
は
道
路
を
挟
ん
で
日
本
製
紙

さ
ん
の
建
物
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
だ
い
ぶ
波

が
分
散
し
た
感
じ
で
す
よ
ね
。
こ
の
地
区
で

は
み
ん
な
建
物
や
ら
れ
ま
し
た
も
ん
ね
。で
、

奥
さ
ん
の
そ
の
一
言
で
、
も
う
１
回
頑
張
る

と
。

【
後
藤
社
長
】
や
る
っ
て
決
め
て
か
ら
、
う

ち
は
早
か
っ
た
な
。
運
よ
く
建
物
は
残
っ
て

た
か
ら
、
ま
ず
は
ゴ
ミ
を
除
け
る
作
業
か
ら

始
め
て
。
そ
ん
な
時
に
内
陸
部
で
家
畜
の
餌

不
足
に
な
っ
て
。
近
く
の
石
巻
埠
頭
サ
イ
ロ

株
式
会
社
さ
ん
の
２
階
に
上
が
っ
て
る
エ
サ

を
人
力
作
戦
で
搬
出
し
て
く
れ
な
い
か
っ
て

い
う
話
が
来
て
。
１
ヶ
月
ぐ
ら
い
や
っ
た
ん

だ
け
ど
、
俺
、
毎
日
そ
こ
ら
へ
ん
に
い
た
ど

こ
の
誰
だ
か
わ
か
ら
な
い
人
に
頼
ん
で
回
っ

て
。
集
ま
っ
た
人
70
人
く
ら
い
に
毎
日
現
金

で
日
払
い
し
ま
し
た
余
計
な
事
を
考
え
ず
、

そ
の
仕
事
に
没
頭
で
き
た
こ
と
が
今
思
え
ば

良
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

そ
の
間
に
千
葉
県
と
か
こ
れ
ま
で
は
あ
ま

り
交
流
の
な
か
っ
た
同
業
者
が
ト
ラ
ッ
ク
に

溶
接
機
と
か
ガ
ソ
リ
ン
積
ん
で
届
け
て
く
れ

た
り
し
て
さ
。「
あ
あ
、
こ
れ
っ
て
俺
今
ま

で
あ
ん
ま
り
自
分
の
儲
け
だ
け
を
考
え
ず
に

人
の
た
め
も
想
っ
て
や
っ
て
き
た
か
ら
、
こ

ん
な
こ
と
み
ん
な
し
て
く
れ
て
ん
の
か
」
っ

て
思
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
18
年
間
溶
接

の
講
師
を
し
て
い
た
東
北
少
年
院
の
子
供
た

ち
が
さ
「
後
藤
先
生
の
会
社
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
っ
か
ら
、
僕
た
ち
手
伝
い
に
行
き
ま

す
」
っ
て
電
話
来
た
の
よ
。
だ
け
ど
あ
の
子

た
ち
に
来
て
も
ら
っ
て
何
か
あ
っ
て
は
大
変

だ
か
ら
さ
、気
持
ち
だ
け
貰
う
か
ら
ね
っ
て
。

子
供
た
ち
に
よ
ろ
し
く
言
っ
て
も
ら
っ
て
。

そ
れ
も
嬉
し
か
っ
た
ね
。

　

正
式
に
稼
働
し
た
の
は
、
４
月
に
入
っ
て

か
ら
だ
っ
た
か
な
。
県
庁
か
ら
職
員
さ
ん
が

ト
ラ
ッ
ク
と
大
型
バ
ス
で
来
て
、
高
圧
洗
浄

機
を
何
台
も
持
っ
て
き
て
く
れ
て
さ
。「
う

ち
ば
っ
か
り
い
い
の
？
」っ
て
言
っ
た
ら「
い

や
、
社
長
に
は
今
ま
で
宮
城
県
と
し
て
す
ご

い
良
く
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
み
ん

な
で
来
ま
し
た
」
っ
て
言
わ
れ
て
さ
。
あ
れ

で
一
気
に
綺
麗
な
っ
た
。

　

宮
城
県
っ
て
職
業
訓
練
場
を
自
分
が
卒
業

し
て
る
か
ら
、
そ
の
あ
と
で
し
ば
ら
く
講
師

や
っ
て
た
か
ら
。
又
、
県
内
の
工
業
高
校
で

溶
接
の
出
前
講
習
を
20
年
位
や
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
こ
と
で
宮
城
県
と
し
て
も
結
構

助
か
っ
た
っ
て
言
っ
て
く
れ
て
。
俺
に
お
返

し
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

震
災
を
教
訓
と
し
て
得
る
も
の
も
あ
っ
た

し
無
く
す
も
の
も
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
け
ど

ね
。
全
て
が
ね
、マ
イ
ナ
ス
で
も
な
い
か
ら
。

震
災
の
時
っ
て
、
長
靴
で
歩
い
て
い
る
と
本

当
に
み
ん
な
で
声
掛
け
合
っ
て
。
見
た
こ
と

な
い
人
同
士
で
も
ね
、き
ち
ん
と
挨
拶
し
て
。

す
れ
違
う
人
み
ん
な
挨
拶
し
て
い
た
で
し
ょ

う
？
「
ど
こ
さ
行
く
の
」
と
か
「
あ
そ
こ
で

な
ん
か
や
っ
て
た
よ
」
と
か
っ
て
さ
。
あ
の

時
は
近
所
の
人
と
み
ん
な
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
取
れ
て
い
て
さ
、
今
と
な
っ
て
は
時

が
過
ぎ
れ
ば
ね
、
知
ら
ん
ふ
り
だ
け
ど

（笑）
あ

あ
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
や
っ
ぱ

平
事
の
時
も
持
た
な
い
と
、
あ
の
時
の
こ
と

思
い
出
し
て
さ
。

貴
社
で
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
映

画
「
護
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち

へ
」
の
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い

【
後
藤
社
長
】
石
巻
を
ロ
ケ
地
に
阿
部
寛
さ

ん
と
佐
藤
健
さ
ん
が
ダ
ブ
ル
主
演
し
た
あ
の

震
災
の
映
画
ね
。
最
初
に
、
鉄
工
場
で
撮
影

を
し
た
い
と
の
こ
と
で
松
竹
か
ら
依
頼
が

あ
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
俺
宮
城
県
溶
接
業
協
会

の
会
長
し
て
い
た
も
の
で
連
絡
が
来
た
の

で
、
大
き
い
鉄
工
場
を
何
社
か
紹
介
し
て

や
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
し
た
ら
瀬
々
敬
久
監

督
か
ら
「
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
」
と
い
う
事
で
、

ウ
チ
で
撮
影
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
。
自
分

の
と
こ
ろ
は
あ
え
て
外
し
て
い
た
ん
だ
け
ど

ね
。
で
、
撮
影
の
こ
と
も
口
外
し
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
い
ざ
撮
影
が
始

ま
っ
た
ら
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
60
人
ぐ
ら
い
い

た
か
ら
バ
レ
ち
ゃ
っ
た
ね

（笑）
当
社
で
の
撮
影

は
朝
の
６
時
半
か
ら
夜
の
10
時
半
ま
で
の
１

日
で
終
了
し
た
ね
。
そ
の
日
は
会
社
を
休
み

に
し
て
、一
応
社
員
も
駆
り
出
さ
れ
た
か
ら
。

全
面
的
に
協
力
し
て
あ
げ
た
ん
だ
。

法
人
会
に
入
っ
て
い
て

よ
か
っ
た
点
は
何
で
す
か
？

【
後
藤
社
長
】
う
ー
ん

（笑）
法
人
会
の
会
員
と

し
て
威
張
れ
る
よ
う
な
企
業
な
ら
な
い
と
ダ

メ
だ
っ
て
思
え
る
こ
と
か
な
。
っ
て
い
う
の

は
、
ま
ず
は
き
ち
ん
と
税
金
を
納
め
ら
れ
る
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企
業
に
な
る
と
い
う
意
味
だ
な
。
当
社
は
そ

の
事
か
ら
言
う
と
失
格
企
業
か
な
。
そ
れ
と

入
会
し
て
い
る
多
く
の
会
員
企
業
も
そ
う
だ

と
思
う
け
ど
、
地
域
貢
献
を
含
め
て
地
域
の

た
め
に
っ
て
色
々
活
動
し
て
い
る
会
社
も
多

い
と
思
う
。
み
ん
な
で
地
域
経
済
を
牽
引
す

る
気
概
を
持
っ
た
存
在
感
の
あ
る
企
業
で
な

く
ち
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
事
だ
ね
。

【
遠
藤
副
委
員
長
】
私
も
会
社
で
よ
く
言
っ

て
る
ん
で
す
け
ど
、「
企
業
が
あ
る
っ
て
こ

と
自
体
が
も
う
社
会
貢
献
な
の
で
」
み
た
い

な
話
は
す
る
よ
う
に
は
し
て
る
ん
で
す
け

ど
。
そ
う
い
う
意
識
を
我
々
か
ら
広
め
て
い

け
れ
ば
い
い
で
す
よ
ね
。

御
社
の
今
後
の
展
開
や
目
標
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

【
後
藤
社
長
】
や
っ
ぱ
り
職
人
を
ど
ん
ど
ん

育
て
て
い
き
た
い
ね
。

　

当
社
で
も
職
人
の
技
術
向
上
の
一
環
と
し

て
、
競
技
大
会
へ
の
出
場
を
進
め
て
い
る
ん

で
す
。
で
も
「
大
会
に
出
て
優
勝
し
た
」
と

い
う
の
は
あ
く
ま
で
も
副
産
物
で
あ
っ
て
、

大
会
に
出
場
す
る
た
め
に
訓
練
す
る
こ
と
が

も
う
主
た
る
目
的
だ
か
ら
。
そ
の
中
で
お
土

産
と
し
て
１
位
に
な
っ
て
全
国
大
会
を
経
験

し
た
り
で
き
る
の
で
あ
っ
て
。
こ
れ
大
会
を

目
標
に
さ
せ
な
け
れ
ば
、
ダ
ラ
っ
と
新
入
社

員
で
会
社
入
っ
て
き
て
も
１
年
経
っ
て
ま
だ

仕
事
覚
え
ら
れ
な
い
と
か
ザ
ラ
に
あ
る
わ
け

で
す
。

　

ち
ょ
う
ど
先
月
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た

ん
だ
け
ど
、
高
校
卒
業
後
の
４
月
に
入
社
し

て
６
月
の
県
大
会
で
優
勝
し
た
子
が
い
る
ん

で
す
。
そ
の
彼
は
本
人
も
や
り
た
い
っ
て
い

う
も
ん
だ
か
ら
他
の
仕
事
は
一
切
さ
せ
な
い

で
、
徹
底
的
に
２
ヶ
月
間
鍛
え
て
、
優
勝
し

た
。
そ
れ
終
わ
っ
た
後
は
、
も
う
す
ぐ
職
人

だ
も
ん
ね
。
だ
か
ら
、
こ
の
教
え
方
間
違
っ

て
な
い
な
っ
て
。
働
き
な
が
ら
仕
事
の
合
間

に
覚
え
さ
せ
る
よ
り
も
、
集
中
的
に
期
間
を

決
め
て
や
ら
せ
た
方
が
良
い
ん
だ
な
と
。
最

初
に
そ
こ
ま
で
到
達
さ
せ
て
、
そ
っ
か
ら
仕

事
っ
て
い
う
方
が
良
い
ん
だ
と
。
今
そ
の
彼

は
原
子
力
の
溶
接
と
か
バ
ン
バ
ン
や
っ
て
て

ね
。
も
し
、
そ
の
方
法
で
は
な
く
て
、
働
き

な
が
ら
だ
っ
た
ら
お
そ
ら
く
１
年
経
っ
て
も

こ
こ
ま
で
は
来
な
か
っ
た
と
思
う
ん
だ
。

【
遠
藤
副
委
員
長
】
職
人
さ
ん
が
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
指
導
で
技
術
を
教
え
る
？

【
後
藤
社
長
】
う
ん
。
そ
う
そ
う
。
徹
底
的

に
ね
。
仕
事
は
何
に
も
し
な
い
。
朝
か
ら
晩

ま
で
訓
練
を
。
本
人
の
や
る
気
も
あ
る
け
ど

ね
。
飽
き
な
い
で
や
れ
る
か
。
自
分
で
決
め

た
目
標
を
や
り
通
す
だ
と
か
さ
。

【
遠
藤
副
委
員
長
】
そ
う
す
る
と
、
必
然
的

に
「
技
術
の
継
承
」
っ
て
や
つ
が
含
ま
れ
て

く
る
形
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
創
業
の
社
長
な

ん
か
も
知
り
合
い
に
た
く
さ
ん
居
る
ん
で
す

け
ど
、
や
っ
ぱ
り
技
術
を
継
承
さ
せ
る
と
い

う
の
が
す
ご
く
大
変
だ
っ
て
い
う
よ
う
な
こ

と
が
ど
こ
も
悩
み
の
種
で
。
昨
今
は
人
手
の

問
題
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
貴
社
で
は
溶

接
の
技
能
大
会
っ
て
い
う
明
確
な
目
標
だ
っ

た
り
評
価
の
仕
方
が
あ
る
っ
て
い
う
の
は
非

常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

【
後
藤
社
長
】
だ
か
ら
私
は
溶
接
の
技
術
を

教
え
る
た
め
に
平
成
15
年
か
ら
宮
城
県
内
の

工
業
高
校
に
出
前
授
業
で
歩
い
て
ま
す
。
そ

れ
ま
で
誰
も
や
っ
て
な
か
っ
た
か
ら
。
そ
の

中
で
成
果
発
表
の
場
を
作
っ
て
あ
げ
た
方
が

い
い
な
っ
て
こ
と
で
。
高
校
生
の
競
技
大
会

を
開
い
て
あ
げ
て
、
今
年
の
１
月
で
15
回
目

か
な
？
震
災
で
ち
ょ
っ
と
休
ん
だ
ん
だ
け

ど
。
宮
城
県
内
に
は
工
業
高
校
が
13
校
も

あ
っ
て
、
多
い
ん
だ
よ
。
今
は
総
合
学
科
で

工
業
系
に
合
併
し
た
り
し
て
い
る
け
ど
、
そ

れ
で
も
13
校
だ
よ
。
そ
れ
で
今
選
手
が
50
人

い
て
。
も
う
全
国
で
も
ト
ッ
プ
な
ん
だ
、
規

模
的
に
も
。
そ
こ
ま
で
成
長
し
て
る
か
ら
、

私
は
も
う
来
年
あ
た
り
引
退
し
て
も
い
い

な
っ
て
。
そ
う
い
う
こ
と
で
や
っ
ぱ
り
大
会

出
た
子
が
そ
の
道
に
入
っ
て
き
て
る
か
ら
。

【
遠
藤
副
委
員
長
】
そ
の
段
階
で
も
完
全
に

「
職
人
」っ
て
い
う
形
で
育
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
か
ら
ね
。
そ
れ
は
業
界
と
し
て
も
裾
の
が

広
が
る
か
ら
非
常
に
大
事
な
話
で
す
よ
ね
。

【
後
藤
社
長
】
そ
う
な
ん
だ
よ
ね
。
そ
う
し

て
卒
業
後
に
う
ち
の
会
社
に
は
入
ら
な
く
て

て
も

（笑）
他
社
さ
ん
に
入
っ
て
く
れ
る
子
が
結

構
い
る
か
ら
、
自
分
の
取
り
組
み
は
業
界
に

貢
献
出
来
て
い
る
ん
だ
な
っ
て
自
画
自
賛
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
っ

て
思
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
少
年
院
へ
か
れ

こ
れ
17
年
ぐ
ら
い
行
っ
て
ま
し
た
。
彼
ら
は

矯
正
教
育
で
し
た
が
。

　

な
ん
か
そ
ん
な
こ
と
ば
っ
か
り
し
て
い
る

か
ら
。
そ
れ
が
会
社
の
利
益
に
な
る
の
か
と

い
え
ば
な
ら
な
い
ん
だ
け
ど
。
で
も
、
そ
う

い
う
こ
と
の
評
価
で
黄
綬
褒
章
を
い
た
だ
け

た
り
と
か
に
繋
が
っ
た
か
ら
。

　

俺
が
す
ご
い
優
秀
な
会
社
と
し
て
頂
い
た

わ
け
で
な
く
て
、
周
り
の
高
校
の
校
長
先
生

た
ち
と
か
、
あ
と
少
年
院
の
関
係
者
の
人
た

ち
が
推
薦
し
て
く
れ
て
る
と
か
、
そ
こ
は
お

金
で
買
え
な
い
わ
け
で
。
会
社
の
規
模
が
大

き
い
等
の
理
由
で
い
た
だ
け
る
も
の
で
は
な

い
の
で
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
し
て
の
評

価
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。嬉
し
い
よ
ね
、

人
と
し
て
。

　

私
共
の
会
社
の
社
是
は
「
少
数
精
鋭
の
技

能
集
団
」
で
す
。
少
な
い
人
数
で
あ
り
な
が

ら
も
個
々
の
能
力
を
高
め
、
優
れ
た
集
団
で

あ
り
た
い
と
の
思
い
の
社
是
で
あ
り
ま
す
。

　

お
か
げ
様
で
13
人
の
社
員
の
内
、
一
級
鉄

工
技
能
士
が
６
人
在
籍
し
て
い
ま
す
。
溶
接

技
術
競
技
大
会
で
は
、
宮
城
県
代
表
と
し
て

全
国
大
会
へ
出
場
し
、
優
秀
賞
も
戴
い
て
お

り
ま
す
。
又
、
小
規
模
企
業
に
は
珍
し
く
溶

接
の
「
現
代
の
名
工
」
と
「
黄
綬
褒
章
授
与

者
」
が
２
名
い
る
こ
と
も
、
技
能
集
団
と
し

て
の
面
目
を
保
つ
こ
と
の
要
因
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

又
、
私
の
座
右
の
銘
は
「
教
え
る
は
覚
え
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る
の
道
半
ば
な
り
」
で
あ
り
ま
す
。
当
社
の

技
術
顧
問
だ
っ
た
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
言

葉
で
す
。

　

学
歴
の
無
い
私
に
は
教
え
る
立
場
に
立
つ

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
も
深
い
知
識
を
身
に

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
え
る
と
い
う

事
は
半
分
は
自
分
の
勉
強
に
な
る
ん
だ
よ
と

諭
さ
れ
、
そ
れ
以
来
色
々
な
所
で
、
も
の
づ

く
り
の
講
師
と
し
て
こ
の
歳
に
な
っ
て
も
、

日
々
自
分
を
磨
く
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

委員長　髙橋　寿 副委員長　遠藤　利夫

　宮富士工業後藤社長は溶接技術の普及と
伝承が自らの使命であるかの如く事業を継
続されて来ました。
その活躍が現代の名工として表彰された事
は新聞でも拝見していました。
　今回訪問させていただいた事で、仕事を
日々地道に継続する事が結果的に社会に貢
献すると言う事を、裏庭に置かれた出荷前
の環境貢献型プラントから感じました。
　これからも石巻から世界に広がるご活躍
を期待しています。ご協力ありがとうござ
いました。

　宮富士工業さんを訪問して、新しい物を
造り上げるのに溶接職人としての確かな技
術力と柔軟に既存にあるものを取り入れる
ことで発想したものを形にしているところ
が素晴らしいと思いました。
　大震災の津波災害などこれまで受けてこ
られた困難に遭っても後藤社長を続けてこ
られたのはお話をお聞きした会長さんの話
しぶりや表情からこの仕事が楽しいから続
けてこられたのだと感じられました。
　私も見習いたいところです。

◆所  在  地　〒986-0855
宮城県石巻市大街道東二丁目14番15号

◆事業内容 【鋼構造物工事】原子力関係機器製作据付
工事、各種タンク製作据付工事、各種コン
ベア製作据付工事、ダクト製作据付工事、
水門、ゲート据付工事、一般産業機械製作
据付工事

【管工事】水処理設備配管工事、ゴミ焼却
場配管工事、ミールプラント配管工事、製
紙工場配管工事

◆連  絡  先　TEL  0225-93-8295　FAX  0225-95-2995
◆Ｕ  Ｒ  Ｌ　https://www.miyafuji.jp/

「株式会社 宮富士工業」

今 回 ご 紹 介 の 会 員 企 業

　私のライフワークとなってます、若年者へのものづくり人材育成事業。平成９年の東
北少年院の溶接技術の講師から始まり、28年になります。
　小学生・中学生・高校生と年代の異なる若者と触れ合えることに喜びを感じていま
す。会社に来てもらって溶接実演の見
学、ステンレスを使ってのペン立て付き
貯金箱の製作、学校へ出向いてのバー
チャルでの溶接実演等、ものづくりの楽
しさを実感してもらい、いずれは一緒に
汗を流して働いてもらうことを念頭に腐
心しているところです。
　７年12月から８年２月まで、石巻中
学校・青葉中学校・釜小学校の３校で子
供達と触れ合う予定です。楽しみです。

未来の職人、その最初の火を灯す
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２月13日㈮
全法連：第 2回広報委員会 12:30 全法連会館

新春講演会並びに新年賀詞交歓会 16:00 石巻グランドホテル

２月17日㈫ 県連：第 2回事業委員会 15:00 宮城県法人会連合会会議室

２月18日㈬ 女性部会：会員交流会 11:30 ウェスティン仙台

２月19日㈭ 県連：第 3回厚生委員会 15:00 大同生命保険㈱仙台支社

２月25日㈬ 県連：第 3回事務局長会議 14:00 宮城県法人会連合会会議室

２月26日㈭ 県連：第 3回健康経営委員会 16:00 （大崎・古川）

３月４日㈬ 県連：第 3回広報委員会 15:00 未定

３月10日㈫ 県連：第 3回組織委員会 16:30 （仙南・大河原）

３月12日㈭ 厚生委員会主催「健康セミナー」	 14:00 石巻ルネッサンス館

３月13日㈮ 県連：第 3回税制委員会 15:00 未定

３月18日㈬ 県連：第 4回総務委員会 15:00 未定

３月24日㈫

第 6回正副会長会議 未定

石巻グランドホテル第 3回理事会 未定

公開講演会 未定

※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。http://www.i-houjinkai.jp

行 事 予 定
12月17日㈬ 青年部会：第 2回正副部会長会議 18:00 石巻法人会事務局

12月22日㈪

女性部会：
フラワーアレンジメントセミナー 14:00 石巻グランドホテル

令和7年度税制改正要望提言活動（石巻）14:00 石巻市役所

１月８日㈭ 石巻税務署へ新年の表敬訪問 10:30 石巻税務署

１月15日㈭ 県青連：臨時部会長会議 未定 未定

１月16日㈮ 青年部会：新年の会員交流会 18:30 近藤商店

１月21日㈬ 全法連：新年賀詞交歓会 11:00 帝国ホテル

１月23日㈮ 県連：令和 8年新年賀詞交歓会 17:00 パレスへいあん

１月29日㈭（公社）仙台中法人会創立70周年記念講演会・式典・祝賀会 15:00 江陽グランドホテル

２月４日㈬ 新設法人説明会 14:00 石巻ルネッサンス館

２月５日㈭
県女連：第 4回部会長会議 未定 未定

法人税務セミナー① 14:00 石巻ルネッサンス館

２月６日㈮ 法人税務セミナー② 14:00 石巻ルネッサンス館

２月10日㈫ 県青連：第 4回部会長会議 18:30 未定

▪解答を書いたパズル
を切り取るかまたは
コピーして、ハガキに
貼り、住所・氏名・連
絡 先と広報 誌の感
想・ご意見などを一
言ご記入いただき、
法人会事務局へお
送り下さい。正解者
の中から抽選でクオ
カード１,000円分を
3名様へプレゼント
いたします。〆切は２
月末日までとさせて
いただきます。

〒986-0032
石巻市開成1－35
石巻ルネッサンス館内
　（公社）石巻法人会

パズル係

《送り先》

【問題】
二重枠に入った数字の合計はいくつでしょう？

パズル・数独
ルール①　まだ数字の入っていないマスに、１から９までの数字のど

れかをひとつずつ入れましょう。
ルール②　タテの列、ヨコの列、太線で囲まれた３×３のブロックの

いずれにも、１から９までの数字がひとつずつ入るように
します。

1 5
3 2 9

2 8
2 5 8
7 3 4

4 1 6
3 7

9 4 2
5 6

【作者紹介】株式会社ニコリ
　日本初のパズル専門誌「パズル通信ニ
コリ」を発行する出版社。数独・クロス
ワードなどのパズルをメディアへ提供する
コンテンツメーカーでもある。パズルＡＳＰ
「ｅ-数独」をＢtoＢ向けにリリース。
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仙台支店
〒980-0811  宮城県仙台市青葉区一番町1-8-3  AIG仙台ビル6F
TEL.022-726-7551　FAX.022-227-0211
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